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京都市小学校跡地10か所活用決まらず

少子化の影響に伴い、近年京都市内で小学校の廃校や統合が進
んでいる。使用されなくなった小学校は、今まで多数あったが、跡地
は何らかの形で再利用されてきた。京都市は2011年から民間事業

者の活用を始めたが、これまで民間活用が行われた７施設のうち５
施設がホテルになり、２施設は大学とミュージアムになっている。
＜解説＞2020年代に入り、小学校跡地の民間活用のペースは、極

端に落ち込んだ。一時はホテルへの活用がブームになった時期も
あったが、2020年以降ホテルになったのは１件のみになっている。

民間企業からのオファーも最近は少なく、建築費の高騰、人件費の
高止まりという環境が足を引っ張って、なかなか再利用の計画が進
まない。一度決まった再利用計画が、地元との合意形成がとれなく
て、破談になったケースもある。左京区の元新洞小学校跡地では、
今年学生寮と有料老人ホームへの整備計画が地域との協議の結
果、白紙になった。これら多くの小学校跡地は、立地場所としては
悪くないが、再利用する場合は近隣住民との合意形成は欠かせな

い。再利用の目的によっては、交通渋滞や騒音の影響もある。
京都市外からの民間企業の進出も、あまりに合意形成が難
しく、こじれると、京都は難しい土地だ、という風評が高まる。
京都市としては、何10年も先のことを考え、単なる商業施設

ではなく、有効利用できる方策をしたいところだが、近隣の少
子化、高齢化などもあり、そう簡単に再利用の方法が決まら
ない。跡地はグランドも含め、比較的広い土地になっており、
現在は大規模災害の避難場所に指定されているものも多い。
最近では御池通大宮南にある元教業小学校の跡地開発の
計画が白紙になった。住民が利用できる体育館を整備すると
いう京都市の構想は財政難で消え、公募した民間からの

活用も不調に終わった。校舎はどんどん老朽化し、大規
模災害の際に危険な建物になる。この小学校は1869年
明治２年に上京第23番組小学校として開校した古い歴史

を持っている。近隣には、二条城、神泉苑などがある。近
隣の児童数の減少に伴い、1992年に廃校になり、以来30

年以上跡地再利用が進まない。一方で、京都市内にはベ
ンチャー企業などが安価で利用できる広い敷地が少ない。
京都大学発のベンチャー企業も、近年事業規模の拡大と
共に神戸市や精華町に引っ越す例もある。一方では再開
発の進まない跡地があり、一方では適当な広さの場所が
ないという矛盾した状況にある。行政に限らず、誰かがこ
の閉塞した状況を打破する行動を起こさないといけない。


